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※令和６年度は決算見込み額です。

※　人件費相当額試算は、従事職員数に平均人件費を用いて試算したものです。

本事業の
主な業務

深谷市農業用廃プラスチック収集処理運営協議会への補助金交付

環境に配慮した農業生産に取り組む農業者団体等への補助金交付

農業経営改善に取り組む農業者等への補助金交付

決算額

国支出金

執行体制

項 目

作成日

細事業名

令和8年度

事務事業を
構成する
予算事業

0

事
業
費 地方債

年度別計画

0

補助金交付（廃プラ協議
会、農業者、農業者団
体）

補助金交付（廃プラ協議
会、農業者、農業者団
体）

補助金交付（廃プラ協議
会、農業者、農業者団
体）

3,856,000

2,898,600

4,342,000 3,815,000

2,517,740

0

単位：円

総事業費試算

人件費相当試算※

従事職員数（人）人件
費

7,049,792 8,304,919

4,406,952 5,767,319

0.56

事務事業評価表
１．基本事項

0.72 0.67

根拠法令
個別計画等

事業区分

目的
※何のために

農産物安全安心対策事業

農産物の安全性を確保し消費者の信頼を得るため

対象
※誰・何を対象に

区分 款

手段
※どのように

深谷市農業用廃プラスチック収集処理運営協議会への補助金交付
農業者団体等への補助金交付

成果
※何を求めるか

園芸用廃プラスチック類の適正処理、野焼きや不法投棄の防止
消費者の信頼性向上

中項目 1 農業のブランドを高め伝えるまちづくり

0

事務事業

2

事業概要

２．事業費（投入コスト）

総
合
計
画

主要プロジェクト

0 0 0 0

3,800,000

0 0

2,898,600

区分

大項目

小項目

3

　環境に配慮した農業生産と安全安心な農産物の供給を図るため、農業経営者から排出される農業用廃プラスチック
類（廃ビニール、廃ポリエチレン）の処分費用の一部を補助金として交付し、適正な処分を図るものである。また、
化学肥料や化学合成農薬の使用削減や有機農業等に取り組みや農業生産工程を改善し効率的な生産環境を構築し、農
業経営の向上を目的としたGAP認証取得に取り組む農業者等へ補助金を交付するものである。

県支出金 125,100 136,800 136,800 180,000

農業振興費

財
源
内
訳 他特定財源

一般財源

予算（現額）

0

農業費

深谷市農業用廃プラスチック収集処理運営協議会
農産物生産者及び消費者

0

9,484,361

5,628,361

0.66

2,400,800

0

2,537,600

令和5年度 令和6年度

8,407,502

5,508,902

令和07年06月18日(水)

令和9年度

深谷市廃プラスチック収集処理活動補助金交付要綱
深谷市環境保全型農業直接支払事業補助金交付要綱
深谷市国際水準GAP認証取得支援事業補助金交付要綱

■ □

2,761,800 3,676,000

農業振興課 担当係 特産係 管理番号 36321農産物安全安心対策事業

活力とにぎわいにあふれるまち

農畜産物の販売流通体制の充実

令和7年度

農林水産業費

2,642,840

・補助金交付（廃プラ協
議会、農業者団体）
・GAP認証制度の普及促
進

担当課

令和4年度

前年度決算額（円）

一般会計



・活動実績は、見込みに沿い、か
つ投入資源に見合っているか。

（１）事業達成度評価
事業達成度評価は、意図した活動により事業目的に適う成果がでているかを評価します。
（評価基準）（A:達成している　B:おおむね達成している　C:達成していない）

B活動

評価理由・指標数値の推移

目標値の算定根拠/実績値の出所

観点別評価は、指標達成の有無の他、その達成率も勘案して総合的に評価します。
目標値の設定がないものについても、進捗状況等を踏まえA～Cの三段階にて評価します。

活動指標３

目標値

実績値

区分

農家戸数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

目標値の算定根拠/実績値の出所

指標名

農業用廃プラスチック収集処
理に係る補助金交付額

塩化ビニール収集量

目標値

実績値

ポリエチレン類収集量

野焼き・不法投棄件数

目標値の算定根拠/実績値の出所

実績値の算出式

GAP認証取得に係る補助金交
付額

成果指標３

３．評価指標

令和
4年度

令和
5年度

評価評価の観点区分

95.7686.08

32.11 31.68
ｔ

活動指標２

成果指標１

単
位

戸

成果指標２

0.00 0.00

実績値の算出式

0.00

実績値

目標値 0.00

令和
9年度

　深谷市廃プラスチック収集処理活動補助金交付要綱に基づき、農業用廃
プラスチックの処分費用の一部を深谷市農業用廃プラスチック処理運営協
議会に補助した。
　また、安全安心な農作物の生産促進のため、環境保全型農業直接支払事
業において有機農業への支援及びGAP認証取得者への支援を実施した。

年度により年間収集量が違うため、目標設定なし　/　当該年度実績報告書による

実績値の算出式

2,316.00 2,355.20 2,554.20

83.67
ｔ

件

実績値

目標値

実績値

目標値

令和
6年度

評価者 特産係長　飯野　貴茂

区分 評価の観点 評価 評価理由

効率性

・意図した成果が上がっている
か。
・指標未達成の場合は、その原因
を分析できているか。

・ICTの活用や業務改善が充分か。
  ※検証必須
・コスト面など効率的に執行できてい
るか。
・民間委託や他事業との統合・連携が
可能か。

　深谷市農業用廃プラスチック収集処理運営協議会や市内３農協と連携を
図り、農業用廃プラスチックの処理は計画どおり実施したことにより、野
外焼却や不法投棄を防ぎ、地域環境を保全することができた。
　環境保全型農業直接支払事業やGAP認証取得事業を実施することで安全安
心な農作物の生産を促進することができたが、安全安心な農作物生産を促
進するためには、他の取組への支援等も検討していく必要がある。

B

B

　市内３農協と連携を図り、農業用廃プラスチックの処理を適正に進め、
野外焼却や不法投棄は確認されなかった。
　環境保全型農業直接支払事業やGAP認証取得者に対し支援することで、安
全安心な農作物の生産に繋げることができた。

成果

（２）事業効率性評価
事業効率性評価は、執行体制や手段など効率的に事務事業を執行しているかを評価します。
（評価基準）（A:効率的である　B:高める余地あり　C:効率的でない）

評価者 特産係長　飯野　貴茂

４．観点別評価

目標値

実績値

目標値

実績値の算出式

0.00

年度により年間収集量が違うため、目標設定なし　/　当該年度実績報告書による

31.95

目標値の算定根拠/実績値の出所

活動指標１
実績値

対象者をコントロールできないため目標値を設定しない/農林業センサスによる

取得者をコントロールできないため目標値を設定しない

0.00 0.00 162.00

0.00
千円

0.00 0.00

0.00

令和
7年度

令和
8年度

2,134.00

0.00

適切に処理されることを目標とするため、０件で設定　/　問合せ件数

千円

2,134.00

年度により農業用廃プラスチックの年間収集量が違うため目標値を設定しない

2,134.00


